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1.本事業の概要



【背景】

 小田原市は森・里・川・海が「ひとつらなり」となった特徴ある自然
環境と、その恩恵による多種多様な動植物が存在しており、市民の生
活や文化の成り立ちに大きな影響を与えてきた。

 この自然環境を次世代に引き継ぐため、多様な主体が連携して環境共
生型の地域社会の形成につながるあらゆる取組が行われるまちづくり
を推進している。

 今後、これらの取組を一層推進していくために、本市の自然環境等に
ついて現況を把握し、実態に基づいた評価とそれに対する適切な対
策・施策を打ち出す必要がある

【目的】

• 小田原市環境基本計画の次期改訂や関連計画等の見直し、各分野の環
境に係る活動の指標等に資する基礎資料を得るために自然環境等の現
地調査を実施する。

• 得られた各種の情報等を有効に活用するための継続的なモニタリング
や、市民の環境に対する意識の醸成を図るための方策を検討する。

1-1.小田原市自然環境調査・分析・評価事業について



Copyright © Pacific Consultants Co., LTD.

4

事業の実施期間 平成29年度～令和元年度（約３か年）

H29 
・文献調査（小田原市内で確認された種の整理、関連計画整理等）
・現地調査計画策定（調査対象種、調査地点の選定）
・有識者ヒアリング

H30
・現地調査（陸域：45地点 水域：26地点）
・現地調査結果整理
・有識者・関係者ヒアリング

R1
・文献調査、現地調査結果を踏まえた生態系サービスの評価
・26地区ごとの自然環境概要の整理

1-1.小田原市自然環境調査・分析・評価事業について
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２.自然環境の調査
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（１）調査対象種の選定

2-１.現地調査の概要

調査対象種とは…生育・生息している環境の指標となる種 特定の環境を特徴付ける種

環境区分 主な調査対象種

山地-森林・草地 コクラン、ツキノワグマ、アカショウビン、アオカナブン

里山-森林・草地 キンラン、サシバ、ヒバリ、ニホンカナヘビ、クルマバッタ

里山-農耕地 アブノメ、アズマモグラ、キジ、トウキョウダルマガエル

市街地 カタバミ、マツバラン、ツバメ、ニホンヤモリ

河川等（流水域） ササバモ、カワセミ、カジカガエル、ゲンジボタル、ヤマメ

ため池等（止水域） カイツブリ、クサガメ、チョウトンボ、タイコウチ

海岸 ハマヒルガオ、ハマダイコン、ヒョウタンゴミムシ

区分 主な調査対象種

上位種：生態系ピラミッドの上位に位置する種 ツキノワグマ、オオタカ

重要種：レッドデータに記載のある希少種 キンラン、コアジアシ、イモリ

外来種：人間の活動による他地域からの移入種 ガビチョウ、ウシガエル、オオクチバス

温暖化の指標種：温暖化により分布域を拡大 クマゼミ、ナガサキアゲハ

市民にとって身近な種 カントウタンポポ、ツバメ

その他の視点…

調査地点間の比較や継続化を考慮し、調査対象種を選定



（２）調査方法

2-１.現地調査の概要
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植物 爬虫類 鳥類 昆虫類 魚類

項目
平成30年 平成31年

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

4
月

植物

哺乳類

両生類

爬虫類

鳥類

昆虫類

魚類

底生生物

センサーカメラ設置

（３）調査時期

３０分／地点を目安に目視確認・捕獲（トラップ含む）により実施

平成30年～平成31年：春季・夏季・秋季・冬季・早春季 １年間



(4)調査地点

2-１.現地調査の概要
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追加要素

ヒアリング調査による推奨箇所

神奈川県の生物多様性ホットスポット

（NPO法人神奈川県自然保護協会選定）

 酒匂川左岸の水田地帯（OD-1）

 県立小田原高等学校の樹叢（OD-4）

 石垣山付近（OD-6）

 酒匂川下流～河口（OD-7）

かながわの里地・里山（神奈川県里地里山

の保全、再生及び活用の促進に関する条例

に基づく里地里山保全等地域）

 上曽我

 東栢山

 久野

文献調査結果をもとに調査地点の絞り込みを実施

環境区分（植生ベース）

日本全国標準土地利用

メッシュデータ

地形区分

20万分の1土地分類基本調査

現地確認

100Mメッシュ解析

100Mごとの自然環境特徴（最

も優占する特徴）を表示

重ね合わせ

ヒアリング調査

調査地点の選定

調査地域から代表する

調査地点を選定

調査対象種確認地域

調査対象種に選定した種のう

ち位置情報（字単位）をもつ種

重ね合わせ

調査地域の選定

指標種が多く確認されている

地域（字単位）を選定

調査地域の絞込み

調査地域で確認された調査対

象種の生息・生育環境に合う

地域を絞りこみ



（4）調査地点

2-１.現地調査の概要
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現地確認の結果を踏まえ調査地点候補から絞込み 陸域：45地点 水域：26地点



現地調査の調査地点 陸域 『森林環境（一例）』

陸域 25

江之浦

八貫山

陸域 37

入生田,久野

塔ノ峰青少年の家付近

陸域 32

入生田

長興山紹太寺裏,吾性沢

陸域 28

早川

石垣山付近

陸域 22

城山

県立小田原高等学校の樹叢

陸域 12

上曽我

陸域 39 久野 明星ヶ岳
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（4）調査地点

2-１.現地調査の概要



現地調査の調査地点 陸域 『里山環境（一例）』

陸域 1

東ヶ丘

農耕地

陸域 5 沼代 谷津,湿地

陸域 6

国府津

宝金剛寺付近

陸域 8

曽我谷津

曽我丘陵,剱沢

陸域 13

上曽我

水田,用水路

陸域 26

久野

坊所

陸域 30

風祭

風祭の斜面付近
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（4）調査地点

2-１.現地調査の概要



現地調査の調査地点 水域 『河川環境・用水路（一例）』

水域 25,26

白糸川

水域 21

久野川

水域 22

坊所川

水域 9,10

鬼柳・桑原用水路

水域 1,2,3

中村川

水域 23,24

早川

水域 11,12,13 酒匂川本流

白糸川

早川

坊所川

久野川

酒匂川

鬼柳・桑原
用水路

中村川

12

2-１.現地調査の概要

（4）調査地点



現地調査の調査地点 陸域 『市街地』

陸域 2

小竹

小竹東公園

陸域 11

東大友

上府中公園

陸域 15

飯泉

勝福寺（飯泉観音）

陸域 18 城内 小田原城

陸域 19

南町

小田原文学館

陸域 20

城山

慈眼寺周辺

陸域 23

栢山

栢山神社周辺
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（4）調査地点

2-１.現地調査の概要



現地調査の調査地点 陸域 『海岸』

陸域 40 白糸川河口部の岩礁 陸域 16’ 酒匂川河口部の砂浜

ハマボウフウ
ハマヒルガオ
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（4）調査地点

2-１.現地調査の概要



調査対象種は307種中198種を確認

本調査全体で1604種を確認

2-2.現地調査の結果

現地調査における確認種数

分類
調査対象種 （参考）

調査対象種以外
の確認種

（参考）
確認種の
合計選定 確認

植 物 68種 49種 851種 900種

哺乳類 25種 15種 0種 15種

鳥 類 75種 59種 57種 116種

両生類 14種 9種 0種 9種

爬虫類 17種 13種 0種 13種

昆虫類 46種 17種 452種 469種

魚 類 37種 21種 12種 33種

底生動物 25種 15種 34種 49種

計 307種 198種 1406種 1604種
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2-2.現地調査の結果（植物）
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ハマヒルガオ

植物：カントウタンポポ（在来種）とセイヨウタンポポ（外来種）

・在来と外来のタンポポが混生（遺伝的攪乱）
・林道沿いにセイヨウタンポポが高標高域まで拡大
・東側の丘陵地に分布

カントウタンポポ

セイヨウタンポポ
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植物：海岸性植物

2-2.現地調査の結果（植物）
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・ハマヒルガオ：酒匂河口域及び早川河口域の砂浜
・イソギク：白糸川河口

ハマヒルガオ

スカシユリ

イソギク

ハマダイコン

ハマヒルガオ
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鳥類：樹林性の種（キツツキ類）

2-2.現地調査の結果（鳥類）
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アオゲラ

コゲラ

アオゲラ

コゲラ

アカゲラ
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鳥類：水田・耕作地性の種

2-2.現地調査の結果（鳥類）

19

ツバメ

スズメ

スズメ

指標種（水田）

（重要種）

ツバメ

ヒバリ

セッカ
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鳥類：高茎草地・草むら等の生息種

2-2.現地調査の結果（鳥類）
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オオヨシキリ

ウグイス

指標種（水田）

（重要種）

オオヨシキリ
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鳥類：水辺性の種

2-2.現地調査の結果（鳥類）
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バン

オオバン

ケリ

バン

指標種（水辺の湿地）

（重要種）

クイナ

ケリ

オオバン
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爬虫類：ヘビ類

2-2.現地調査の結果（爬虫類）
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ニホンマムシ

シロマダラ

タカチホヘビ

ヒバカリ

（重要種）

シロマダラ

指標種（ヘビ類）

アオダイショウ

シマヘビ

ジムグリ

ニホンマムシ

ヒバカリ

タカチホヘビ
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2-2.現地調査の結果（両生類）
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ヤマアカガエル

両生類：カエル類の分布

ツチガエル

トウキョウ

ダルマガエル

アズマヒキガエル

（重要種）

カジカガエル

指標種（カエル類）

アズマヒキガエル

シュレーゲルアオガエル

ツチガエル

トウキョウダルマガエル

モリアオガエル

ヤマアカガエル
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昆虫類：ホタル類

2-2.現地調査の結果（昆虫類）
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ゲンジボタル

ゲンジボタル

ヘイケボタル
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底生動物：甲殻類

2-2.現地調査の結果（底生動物）
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モクズガニ

サワガニ

アメリカザリガニ

ベンケイガニ クロベンケイガニ

アメリカザリガニ

クロベンケイガニ

サワガニ

ベンケイガニ

モクズガニ



３.自然環境の分析
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3-1.自然環境の分析の概要

 分析・評価の流れ

・現地調査地点ごとの重要種数を基に重要地点を抽出

・現地調査地点ごとの多様度指数を基に重要地点を抽出

・その他の指定状況を踏まえ、重要地域を選定

文献調査

・現地調査の調査対象種・調査地点の選定

（3）重要地域・地点の選定

有

識

者

ヒ

ア

リ

ン

グ

結

果

平成29年度

（2017年度）

平成30年度

（2018年度）

令和元年度

（2019年度）

現地調査（魚類・底生動物確認種を除外）

・245種の調査対象種を対象に調査を実施

・1522種を確認（調査対象種含む）

分析・評価

・３項目の分析・評価を実施

・（1）で選定された指標種43種及び現地調査で確認された

有識者推薦の種96種（指標種と重複あり）を基に、市の

花・木・魚（3種）を加え、小田原の森里川海街を指標する

種116種を選定

・「確認された調査対象種」+「調査対象種以外で位置情

報を持つ重要種」＝計187種を対象

・生息適地解析結果のうち、精度の高い82種の解析結

果を統合し、市内を６グループの環境類型に区分

・６グループを構成する種のうち、より寄与度の高い種

43種を指標種に選定

（1）生息適地解析

（2）小田原の森里川海街を指標する種の選定
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（1）種ごとの”棲みやすさ”の地図化の検討手順
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3-2.生息適地解析

①187種分の生息ポテンシャルマップ

②生物の生息ポテンシャルをベースとした環境類型区分

③各環境類型区分の分析と、各類型を指標する「指標種」の抽出

手法：Species Distribution Modeling（Random Forest）
※地形や植生などの環境情報と生物の分布の統計的なモデ
リングにより、対象の生息ポテンシャルを地図化

手法：非階層クラスター分析
例えば…「里山を好む種の生息ポテンシャルが高い地域」

→状態の良い里地・里山環境が存在と考える。

手法：主成分分析（PCA）、指標種分析（IndVal法）
→従来、図鑑等の情報や経験値に基づく定性的な分析を透
明性の高い統計的なプロセスで実行

本調査によるアウトプット
 生息適地解析：生き物の「いる・いない」の情報と、標高や植生等の関係から、生き物の棲みやすさ

を地図化する手法
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（2）解析結果

3-2.生息適地解析
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現地調査による確認情報と、地形や植生等の環境要因の関係から、Random Forestによる生息適地モデルを構築
→調査結果の点情報を、面情報として展開。また、各種の分布に重要である環境要素を定量的に考察が可能に。

→現地調査における確認地点

→算出した生息ポテンシャル

←地形・植生等の25の環境要因と生
息ポテンシャルの傾向の分析結果
（例えば、標高が高いほど生息ポテ
ンシャルが高くなる、等の考察が可
能）

←生息適地モデルに使用した25の環
境要因の相対的な重要度の算出結果。
その種の分布を規定する環境要因の
把握が可能

→187種を対象に、種ごとに構築
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（3）生息ポテンシャルの類型化

3-2.生息適地解析
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良好な精度の得られた82種分の生息ポテンシャルマップをもとに、生息ポテンシャルの類似度で市
内全域を5つにグループ化

No 分類群 種和名 AUC No 分類群 種和名 AUC No 分類群 種和名 AUC

1 両生類 アズマヒキガエル 0.57 63 鳥類 コサギ 0.92 125 昆虫 ホソバセセリ 0.24

2 ウシガエル 0.30 64 コシアカツバメ 0.56 126 マツムシ 0.32

3 カジカガエル 0.31 65 コジュケイ 0.78 127 ミヤマアカネ 0.55

4 シュレーゲルアオガエル 0.70 66 コチドリ 0.63 128 ミルンヤンマ 0.54

5 ツチガエル 0.65 67 サシバ 0.62 129 ムカシヤンマ 0.03

6 トウキョウダルマガエル 0.77 68 サンコウチョウ 0.06 130 ヤブガラシグンバイ 0.45

7 ニホンアマガエル 0.69 69 シジュウカラ 0.72 131 ヤマトヒメメダカカッコウムシ 0.56

8 モリアオガエル 0.30 70 ジョウビタキ 0.51 132 植物 アオキ 0.77

9 ヤマアカガエル 0.43 71 シロハラ 0.60 133 アケビ 0.57

10 哺乳類 アカネズミ 0.50 72 スズメ 0.80 134 アレチウリ 0.78

11 アズマモグラ 0.43 73 セッカ 0.89 135 イソギク 0.99

12 アライグマ 0.57 74 センダイムシクイ 0.02 136 ウワミズザクラ 0.78

13 イタチ 0.59 75 ソウシチョウ 0.79 137 エゾタチカタバミ 0.58

14 イノシシ 0.73 76 ダイサギ 0.85 138 エビモ 0.78

15 カヤネズミ 0.63 77 タシギ 0.19 139 オオカナダモ 0.95

16 タヌキ 0.64 78 チュウサギ 0.37 140 オオキンケイギク 0.52

17 テン 0.37 79 ツグミ 0.76 141 オオフサモ 0.83

18 ニホンジカ 0.86 80 ツツドリ 0.56 142 オオブタクサ 0.86

19 ニホンノウサギ 0.45 81 ツバメ 0.62 143 オッタチカタバミ 0.71

20 ニホンリス 0.57 82 ノスリ 0.58 144 オトメアオイ 0.93

21 ハクビシン 0.37 83 ハシビロガモ 0.02 145 オモダカ 0.87

22 ヒミズ 0.36 84 バン 0.01 146 カタバミ 0.54

23 ヒメネズミ 0.32 85 ヒガラ 0.96 147 カワヂシャ 0.22

24 ムササビ 0.31 86 ヒバリ 0.98 148 カントウタンポポ 0.71

25 爬虫類 アオダイショウ 0.87 87 ホオジロ 0.67 149 キカシグサ 0.73

26 アカミミガメ 0.62 88 ホトトギス 0.80 150 クサノオウ 0.51

27 シマヘビ 0.28 89 マガモ 0.85 151 クロモジ 0.93

28 ジムグリ 0.34 90 ミソサザイ 0.76 152 コカナダモ 0.95

29 シロマダラ 0.20 91 モズ 0.72 153 コクラン 0.96

30 タカチホヘビ 0.74 92 ヤマガラ 0.75 154 コナギ 0.79

31 ニホンカナヘビ 0.55 93 ヨシガモ 0.01 155 コヒロハハナヤスリ 0.15

32 ニホンスッポン 0.58 94 ルリビタキ 0.66 156 ササバモ 0.20

33 ニホンマムシ 0.71 95 昆虫 アカボシゴマダラ 0.51 157 サルトリイバラ 0.70

34 ニホンヤモリ 0.65 96 アミダテントウ 0.66 158 サルナシ 0.93

35 ヒガシニホントカゲ 0.65 97 アワクビボソハムシ 0.17 159 シロバナハンショウヅル 0.86

36 ヒバカリ 0.64 98 オナガササキリ 0.66 160 スカシユリ 0.23

37 ヤマカガシ 0.13 99 キイロトラカミキリ 0.29 161 セイヨウタンポポ 0.63

38 鳥類 アオゲラ 0.78 100 クツワムシ 0.58 162 タチツボスミレ 0.72

39 アオサギ 0.78 101 クマゼミ 0.59 163 チガヤ 0.86

40 アオバズク 0.49 102 クロイトトンボ 0.38 164 ツルウメモドキ 0.59

41 アカゲラ 0.03 103 ゲンジボタル 0.87 165 デンジソウ 0.19

42 アカハラ 0.16 104 コオイムシ 0.63 166 ハマオモト 0.20

43 イカルチドリ 0.77 105 コオナガミズスマシ 1.00 167 ハマダイコン 0.95

44 イソシギ 0.86 106 ゴマダラチョウ本土亜種 0.40 168 ハマヒルガオ 0.99

45 イワツバメ 0.39 107 シオヤトンボ 0.07 169 ヒシ 0.20

46 ウグイス 0.67 108 スズムシ 0.89 170 ヒメツルソバ 0.82

47 エナガ 0.78 109 セスジクビボソハムシ 0.72 171 ホタルカズラ 0.17

48 オオタカ 0.38 110 タイコウチ 0.98 172 ホトケノザ 0.58

49 オオバン 0.92 111 タマムシ 0.47 173 マサキ 0.63

50 オオヨシキリ 0.94 112 ナガサキアゲハ 0.70 174 マタタビ 0.21

51 オオルリ 0.84 113 ナツアカネ 0.38 175 マツバラン 0.48

52 カイツブリ 0.83 114 ニイニイゼミ 0.53 176 マルバフジバカマ 0.59

53 ガビチョウ 0.74 115 ニホンカワトンボ 0.28 177 ミゾコウジュ 0.97

54 カワガラス 0.25 116 ハグロトンボ 0.87 178 ミツバアケビ 0.64

55 カワセミ 0.84 117 ハラビロカマキリ 0.59 179 ミドリハコベ 0.59

56 キジ 0.81 118 ハラビロトンボ 0.73 180 ムラサキケマン 0.76

57 キビタキ 0.58 119 ヒガシキリギリス 0.85 181 モミジガサ 0.85

58 クイナ 0.23 120 ヒグラシ 0.82 182 ヤクシソウ 0.53

59 ケリ 0.96 121 ヒメナガメ 0.07 183 ヤナギモ 0.17

60 コアジサシ 0.98 122 ヒロバネカンタン 0.71 184 ヤブツバキ 0.74

61 コガモ 0.80 123 ヘイケボタル 0.13 185 ヤマツツジ 0.83

62 コゲラ 0.70 124 ベッコウクモバチ 0.83 186 リュウノウギク 0.88

187 リョウメンシダ 0.92

精度指標が一定以上のモデルの結果
を用いて、市内を環境類型化

ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
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（4）森里川海の空間明示化

3-2.生息適地解析
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里（丘陵地・果樹園） 森（山地性の二次林・人工林） 街（市街地、低地の水辺、海浜）

里（水田） 里（草地・開放地） 里（畑、路傍）

以上の結果を参考に、各区分の特性をもとにそれぞれの区分を命名。

→森里川海の空間的な明示化と、森里川海街を指標する種の抽出が可能に

指標種：リョウメンシ
ダ・ナガサキアゲハ・
ゲンジボタル等

指標種：コカナダモ・
ハラビロトンボ・オオ
カナダモ・コナギ等

指標種：ミゾコウ
ジュ・タイコウチ・ス
ズムシ・ホトトギス等

指標種：有意な指標種
は無し（スズメ・オッ
タチカタバミ等）

指標種：ヒガラ・サル
ナシ・クロモジ・モミ
ジガサ等

指標種：セッカ・コナ
ガミズスマシ・オオバ
ン等
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（1）小田原の森里川海街を指標する種の選定手順

3-3.小田原の森里川海街を指標する種の選定
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 手法

1. 選定対象を指標種+有識者から推薦いただいた種として整理

項目  

森  山地の二次林  

山地の人工林  

里  丘陵地、農耕地  

ミカン畑などの果樹園  

水田などの田園環境  

草地  

川  大河川、河川敷、ヨシ原  

里地・里山の小河川、水路  

海  海岸（砂浜） 

海岸（岩場） 

街  市街地  

 

小田原らしい環境

①「森里川海街」で広く確認され各環境を指標する種
②市民への普及啓発や市民調査に相応しい種
③環境や生態系の変化を指標する種（地球温暖化、有害鳥獣、市外からの移入種）
④在来種保全のために把握すべき種（侵略的外来種）

2. 有識者から推薦いただいた種のうち、現地調査で確認されな
かった種を除外

3. 市の制定する「市の動植物（市の鳥等）」を追加

4. 生態や確認状況、有識者助言を踏まえ、各種を「小田原らし
い環境」に振り分け

5. 各種の特徴を４つの視点で整理
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（2）選定結果

3-3.小田原の森里川海街を指標する種の選定
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指標種 推薦 指標 普及啓発 変化 悪影響

森 山地の二次林 植物 クロモジ 〇 〇 〇

サルナシ 〇 〇 〇

マタタビ 〇 〇

タチツボスミレ 〇 〇

ヤマツツジ 〇 〇 〇

リュウノウギク 〇 〇 〇

ヤクシソウ 〇 〇 〇

サルトリイバラ 〇 〇 〇 〇

哺乳類 ニホンジカ 〇 〇 〇 〇（有害鳥獣）

鳥類 オオルリ 〇 〇 〇 神奈川県RD繁殖期：準絶

ソウシチョウ 〇 〇 〇
特定外来生物、日本の侵略的外

来種ワースト100

両生類 モリアオガエル 〇 〇 〇（県外からの移入種） 神奈川県RD：要注

カジカガエル 〇 〇

山地の人工林 植物 リョウメンシダ 〇 〇 〇

イノデ類 〇 〇

アケビ 〇 〇 〇

ミツバアケビ 〇 〇 〇

ツルウメモドキ 〇 〇 〇

マルバフジバカマ 〇 〇

モミジガサ 〇 〇 〇

哺乳類 テン 〇 〇

鳥類 サンコウチョウ 〇 〇 神奈川県RD繁殖期：II類

ヒガラ 〇 〇

ミソサザイ 〇 〇 〇

昆虫類
ヒグラシ 〇 〇 〇 〇

平地林からは姿を消し衰退しつつある（有識者

ヒアリング結果）

里 植物 ヤブツバキ 〇 〇

ウワミズザクラ 〇 〇 〇

アオキ 〇 〇

リンドウ 〇 〇

ホタルカズラ 〇 〇

カントウタンポポ 〇 〇 〇
セイヨウタンポポとの競合による分布変化に留意

（有識者ヒアリング結果）

ホトトギス 〇 〇

哺乳類 アズマモグラ 〇 〇

タヌキ 〇 〇（有害鳥獣）

アライグマ 〇 〇（有害鳥獣） 〇
特定外来生物、日本の侵略的外

来種ワースト100

ハクビシン 〇 〇（有害鳥獣） 〇

イノシシ 〇 〇 〇 〇（有害鳥獣）

鳥類

オオタカ 〇 〇

環境省レッドリスト2019：NT,神奈

川県RD繁殖期：Ⅱ類,神奈川県

RD非繁殖期：希少

サシバ 〇 〇
環境省レッドリスト2019：VU,神奈

川県RD繁殖期：Ⅰ類

ノスリ 〇 〇
神奈川県RD繁殖期：Ⅱ類,神奈

川県RD非繁殖期：希少

アオバズク 〇 〇 神奈川県RD繁殖期：Ⅱ類

ウグイス 〇 〇

ジョウビタキ 〇 〇

コジュケイ 〇 〇

ガビチョウ 〇 〇 〇
特定外来生物、日本の侵略的外

来種ワースト100

両生類 アズマヒキガエル 〇 〇 神奈川県RD：要注

ヤマアカガエル 〇 〇 〇

昆虫類
ハラビロカマキリ 〇 〇 〇（外来種による影響）

ムネアカハラビロカマキリの侵入により将来的に絶

滅危惧種になり得る（有識者ヒアリング結果）

クツワムシ 〇 〇 〇 神奈川県RD：要注

植物 ムラサキケマン 〇 〇

ウメ 〇 市の花

昆虫類
ニイニイゼミ 〇 〇 〇（環境変化）

土地が乾燥するとニイニイゼミが減りクマゼミが増

える傾向（有識者ヒアリング結果）

ナガサキアゲハ 〇 〇 〇 〇（地球温暖化の指標）

アミダテントウ 〇
小田原市付近が分布の北限（有識者ヒアリン

グ結果）

水田などの田園環

境

植物
デンジソウ 〇 〇

環境省レッドリスト2019：VU,神奈

川県RD：Ⅱ類

ミゾコウジュ 〇 〇 環境省レッドリスト2019：NT

コオニタビラコ 〇 〇

オモダカ 〇 〇 〇

オオカナダモ 〇 〇 〇 日本の侵略的外来種ワースト100

コカナダモ 〇 〇 〇 日本の侵略的外来種ワースト100

コナギ 〇 〇 〇

哺乳類 カヤネズミ 〇 〇 神奈川県RD：準絶

鳥類 キジ 〇 〇 〇

ケリ 〇 〇

環境省レッドリスト2019：DD,神奈

川県RD繁殖期：希少,神奈川県

RD非繁殖期：準絶

ヒバリ 〇 〇 神奈川県RD繁殖期：減少

両生類
トウキョウダルマガエル 〇 〇 〇 〇

環境省レッドリスト2019：NT,神奈

川県RD：II類

爬虫類 ヤマカガシ 〇 〇 神奈川県RD：要注

指定状況

丘陵地、農耕地

ミカン畑などの果

樹園

選定理由
備考

４つの視点
大項目 小項目 分類 種名

小田原の森里川海街を指標する種（例）
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（1）重要地域・地点の選定の視点

3-4.重要地域・地点の選定

34

調査地点ごとに確認された重要種（絶滅危惧種等）の種数を集計し評価。

①確認された重要種数による評価

多様度指数（群集組成の複雑さを数値化するもの）としてSimpson指数を採用し、調
査対象とした分類群のうち動物（哺乳類、両生類、爬虫類、鳥類、昆虫類）の調査結果
を用いて多様度指数を算出。

②多様度指数による評価

特定植物群落や自然環境保全地域等の関連法令による法指定区域、及び海浜環境等の特
徴的な自然環境を有する地点を重要地域として選定。

③その他の視点による評価
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（2）重要地域・地点の選定結果

3-4.重要地域・地点の選定
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 選定結果

地点No. 地点名称 確認重要種数 多様度指数 その他

01 東ヶ丘の農耕地 ◯ ◯ -

03 近戸神社とその周辺 ◯ -

04 沼代の二次林及び農耕地 ◯ -

05 沼代の谷津 ◯ -

06 宝金剛寺とその周辺 ◯ -

07 沼代の人工林及び二次林 ◯ -

08 曽我谷津の剱沢川源流部付近 ◯ -

10 酒匂川河口部右岸 ◯ -

12 上曽我の二次林及び農耕地 ◯ -

13 上曽我の水田地帯 ◯ -

17 桑原・鬼柳用水路周辺の水田地帯 ◯ -

24 神奈川県立おだわら諏訪の原公園 ◯ -

25 江之浦の人工林及び農耕地 ◯ ◯ -

26 坊所 ◯ -

27 水之尾毘沙門天とその周辺 ◯ -

31 いこいの森及びフォレストアドベンチャー ◯ -

32 長興山紹太寺とその周辺 ◯ -

38 和留沢公民館周辺 ◯ -

41 酒匂川中流部（報徳橋付近） ◯ -

42 酒匂川下流部（飯泉橋付近） ◯ -

44 早川河口部 ◯ -

16' 酒匂川河口部右岸の砂浜 - - 海浜植生

22 県立小田原高等学校の樹叢 - - 特定植物群落

- 勝福寺、八幡神社の樹叢　 - - 特定植物群落

- 箱根明星ヶ岳東斜面の植物 - - 特定植物群落

- 片浦・早川自然環境保全地域 - - 自然環境保全地域

- 久野自然環境保全地域 - - 自然環境保全地域

- 真鶴自然環境保全地域 - - 自然環境保全地域

市内の重要地域・地点の選定結果
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３-5.まとめ（活用の視点）
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従来の自然環境調査の結果にプラスアルファの解析を行うことで、普及啓発や関連計画の検討に活用可能な
結果として展開。

今後は、より活用側（関係各課や地域の事業者）のニーズの分析等をふまえ、自然環境調査の”付加価値”を
高めていくことが望まれる。

ポテンシャルマップ

環境類型区分

指標種の抽出

普及啓発

保全の優先順位の検討

各事業の計画段階での検討

施策のモニタリング・評価

地域の自然への理解

地域のオリジナリティの発掘、
シビックプライドの醸成

ポスト愛知目標への対応
（保護区の定量目標）

保全・再生するべき環境の
目標設定

環境リスクの事前回避

環境関連政策・施策の
定量的な評価・進捗管理

（EBPM）

本業務の成果 活用の可能性 さらなる展開の可能性



４.自然環境の評価



４-1.生態系サービスという視点～自然の恵み～
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生態系サービス

 私たちの暮らしは食料や水の供給、気候の安定など、生物多様性を基盤とする生
態系から得られる恵みによって支えられており、これらの恵みを「生態系サービ
ス（Ecosystem Services）」と呼ぶ。

 生態系サービスの分類にはいくつかの考え方があり、国連の主導で行われた「ミ
レニアム生態系評価（MA）」では、生態系サービスを「供給サービス」、「調整
サービス」、「文化的サービス」、「基盤サービス」の４つに分類している。

 一方、「基盤サービス」の代わりに「生息・生育地サービス」とする考えもある。

 近年は、類似する概念として「自然がもたらすもの（Nature’s Contribution to 
people）」とも称される

生き物や自然環境による恵み



４-2.生態系サービスの分類
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出典：環境省資料

供給サービス

坊所 ミカン畑

調整サービス

久野 水源涵養機能 文化的サービス

いこいの森

生息・生育地サービス

酒匂川河口部

コアジサシの集団繁殖地



4-３.小田原市の自然の恵みを概観する
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供給サービス

調整サービス

文化的サービス

生息・生育地サービス

•国レベルで行われた既存の評価結果（JBO2）の
市域での分析
•森林によるCO2の吸収量・固定量評価

•農林水産業に係る統計データの分析、地図化

•市内の景観資源等の地図化

•現地調査結果を用いた生息適地分析、重要な場
所の抽出
•生態系サービスの変化（生物多様性の危機）
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 市内の環境が、生き物の視点から見てどれだけ棲みやすいかの評価を実施
 生き物の視点から、「森・里・川・海・町」の区分を行った

里（丘陵地・果樹園） 森（山地性の二次林・人工林） 街（市街地、低地の水辺、海浜）

里（水田） 里（草地・開放地） 里（畑、路傍）

指標種：リョウメンシ
ダ・ナガサキアゲハ・
ゲンジボタル等

指標種：コカナダモ・
ハラビロトンボ・オオ
カナダモ・コナギ等

指標種：ミゾコウ
ジュ・タイコウチ・ス
ズムシ・ホトトギス等

指標種：有意な指標種
は無し（スズメ・オッ
タチカタバミ等）

指標種：ヒガラ・サル
ナシ・クロモジ・モミ
ジガサ等

指標種：セッカ・コナ
ガミズスマシ・オオバ
ン等

4-４.生息・生育地サービス 供給
サービス

調整
サービス

文化的
サービス

生息・生育地
サービス

（１）概要
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（２）生物多様性の４つの危機：生物多様性国家戦略2012-2020

４つの危機 概要

第１の危機
開発など人間活動に
よる危機

・土地利用の変化に伴う生息・生育環境の破壊と悪化
・鑑賞用や商業的利用による個体の乱獲、盗掘、過剰

な採取など直接的な生物の採取に伴う個体数の減少

第２の危機
自然に対する働きか
けの縮小による危機

・里地里山など自然に対する働きかけが縮小すること
による危機の継続・拡大

・耕作放棄地や未利用地の拡大、狩猟者の減少に伴う
中大型哺乳類のよる農業被害の拡大

第３の危機
人間により持ち込ま
れたものによる危機

・外来種や化学物質など人間が近代的な生活を送るよ
うになったことにより持ち込まれたものによる危機
の拡大

第４の危機
地球環境の変化によ
る危機

・生物の分布のほか、植物の開花や結実の時期、昆虫
の発生時期などの生物季節への変化に伴う生物間の
相互関係への影響

・気候変動に伴う災害リスクの増大等

4-４.生息・生育地サービス 供給
サービス

調整
サービス

文化的
サービス

生息・生育地
サービス
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 近年、小田原市内の土地利用は大きく変化し、特に水田から市街地への変化が著しい

昭和51年（1976年）から平成28年（2016）年の
水田の変化の状況

市内の土地利用変化の変遷（2016～1976年）

（3）第１の危機：開発など人間活動による危機

水田は約40年間で51％減

供給
サービス

調整
サービス

文化的
サービス

生息・生育地
サービス4-４.生息・生育地サービス



小田原市の海岸改変状況：自然海岸は少ない

 酒匂川河口部の砂浜

 西部の礫浜

※ 「自然環境保全基礎調査 第5回 海岸改変状況調査（生物多様性センター（環境省））」データを使用して作成
44

供給
サービス

調整
サービス

文化的
サービス

生息・生育地
サービス4-４.生息・生育地サービス

（3）第１の危機：開発など人間活動による危機



小田原市内で将来的に竹林が分布する可能性が高い地域（試案）

（4）第２の危機：自然に対する働きかけの縮小による危機
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竹林に好適な環境
条件が存在する

供給
サービス

調整
サービス

文化的
サービス

生息・生育地
サービス4-４.生息・生育地サービス



中大型哺乳類（イノシシ・ニホンジカ）の確認状況

2-5.生物多様性の危機：第２の危機

46

ニホンジカ

イノシシ

供給
サービス

調整
サービス

文化的
サービス

生息・生育地
サービス4-４.生息・生育地サービス

（4）第２の危機：自然に対する働きかけの縮小による危機



鳥類の特定外来生物

47

ソウシチョウ

供給
サービス

調整
サービス

文化的
サービス

生息・生育地
サービス4-４.生息・生育地サービス

（５）第３の危機：人間により持ち込まれたものによる危機



哺乳類・両生類・昆虫類の特定外来生物

2-5.生物多様性の危機：第3の危機

48

アライグマ（足跡）
ウシガエル

アカボシゴマダラ

供給
サービス

調整
サービス

文化的
サービス

生息・生育地
サービス4-４.生息・生育地サービス

（５）第３の危機：人間により持ち込まれたものによる危機



（６）第４の危機：地球環境の変化による危機
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・気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第5次評価報告書によると、2081年から2100年の世界の
平均地上気温は、1986年から2005年の平均よりも最大で4.8℃上昇し、地球温暖化の影響のリス
クは、気温が上昇するにつれて高くなると予測されています。

・既に、氷河の融解、海面水位の上昇、生態系の変化など、さまざまな影響が起こっており、病気の
媒体となる生物の生息域の拡大、異常気象の発生など、私たち人間の生命や財産にも大きな被害を
与えます。

適応策
・「適応策」は、既に現れている、あるいは、中長期的に避けられない地球温暖化の影響に対して、

自然や人間社会の在り方を調整し、被害を最小限に食い止めるための取組

分野 項目 対策

自然
生態
系

淡水生態系 ・丹沢山塊に生息するヤマメやカジカなどの冷水魚について、分布や生態につい
ての調査を実施

・在来のヤマメの産卵場を造成
・地球温暖化の影響を受け、分布が縮小している湧水域の絶滅危惧種・ホトケド

ジョウについて、飼育下における遺伝子保存と水辺ビオトープによる生息地の
復元研究をＮＰＯと連携して実施

水産
業

海面漁業・
海面養殖
業・造成
漁場

・来遊魚類の変化について、漁海況をモニタリングし変動を把握
・磯焼けの原因生物の駆除効果や生態等を調査
・近年増加しつつある暖海性魚類（アイゴ等）の活用に向けた加工技術の開発と

効率的な漁獲方法の検討等

神奈川県における気候変動への適応策の取組例（抜粋）

http://www.pref.kanagawa.jp/docs/ap4/cnt/f536377/index.html

供給
サービス

調整
サービス

文化的
サービス

生息・生育地
サービス

地球温暖化の影響と適応策：神奈川県ホームページ

4-４.生息・生育地サービス



4-5.まとめ：自然の恵みからみた小田原市
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生態系サービス

供給サービス 調整サービス
生息・生育地
サービス

文化的
サービス

「森里川海がひとつらなり」の自然環境、それを基盤とする生物多様性

地域のなりわい、くらし、安全・安心等の提供

丘陵地の梅園、みかん
畑等の樹園地
市内の森林から生産さ
れる特用林産物
相模湾の多種多様な水
産資源 等

大気質の調整
森林による二酸化炭素
の吸収・固定
洪水の調整 等

森・里・川・海・街の
多様な要素から構成さ
れる小田原市の生態系
それを生息・生育基盤
とする生き物 等

様々な土地利用が織り
なす景観の形成 等
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５.調査結果の活用



４つの生態系サービスに注目し、26地区ごとに自然環境情報をまとめた概要を作成

5-1.「26地区別自然環境概要」の作成

52
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【構成】

地区の自然環境概要

地区で見られる動植物

暮らしと自然のつながり

（生態系サービス）

地区で見られる特徴的な自然

自然環境マップ

森：山地で見られる二次林や自然林などの樹林環境を示しています。

里：市街地から山地に遷移する丘陵地や果樹園・畑、水田などの里地里山環境を
示しています。

川：河川や河川敷などの河川環境を示しています。

海：相模湾に接する環境を示しています。

街：市街地の環境や低地で見られる水辺環境を示しています。

5-1.「26地区別自然環境概要」の作成
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26地区別自然環境概要

5-1.「26地区別自然環境概要」の作成

地区の自然環境概要

主に動植物の生育・生息の場として
見た、地区の自然環境概要を記載

地区で見られる動植物

文献調査・現地調査・専門家ヒアリ
ング結果

地区の土地利用の傾向

暮らしと自然のつながり（生態系サービス）

地区内の主要な生態系サービスとして［文化的つ
ながり］、［食のつながり］、［生活環境とのつ
ながり］の３つの側面
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26地区別自然環境概要

地区内の文化的サービス

地区内の供給的サービス

地区内の調整サービス

地区内の指定状況等

自然環境マップ

5-1.「26地区別自然環境概要」の作成
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 コントロール対象となる自然資源（データ集）

→保護対象：法令指定地域、天然記念物、良好な自然環境

→絶滅危惧種の生息地

 地域住民とのコミュニケーションツール

→どこに何がある

→地域住民との対話のための基礎知識（アイスブレイク・掛け合い）

 市政を遂行する上での自然資源のコントロール

→鳥獣対策 外来種の危機 耕作放棄地（竹林拡大）

 小田原市の魅力の発信地としての自然資源の活用

→森里川海街の景観資源=自然環境×歴史

→新しい生活様式：郊外移住・テレワーク

 「所管業務」×「自然資源」＝「小田原市の魅力の継承」

→農業×自然環境＝農作物のブランド化

→スポーツ×自然環境=ウオーキングコース（立ち寄りポイント）

→SDGs:持続可能な開発目標（施策と自然資源との掛け算の世界）

活用の視点

56

5-1.「26地区別自然環境概要」の作成
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5-2.自然環境情報の活用（NAVI-O）

57
NAVI-Oの掲載イメージ（Copyright (C) 2017 , City of Odawara, All Rights Reserved.）

 本調査で収集、整理した自然環境情報は、可能な限りナビオ（Navi-O）に掲載し、庁内での
共有を図る予定。

 市民等の意識向上や普及啓発、環境保全活動での活用可能性に配慮し、情報を精査した上で、
一般公開することを予定している。
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６.今後の展開

（自然環境のモニタリング）
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（1）市民参加型モニタリングの重要性

地域に生息する生きものの分布を把握する

生物相の変化を通じて環境の変化に気づく

地域を深く理解する

記録の蓄積を通じて分布の変化を把握する

市
民
参
加
に
よ
る
多
地
点
で
継
続
的
な

調
査
の
実
施
に
期
待

環境の変化の気づきを通じて行動につなげる
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（２）モニタリング調査の実施体制（案）

地
域

重要種が多い地域 動植物の多様性の高い地域 小田原市内全域

目

的

・国及び神奈川県の絶滅危惧種

が記録された調査地点を含み、

市内の自然環境保全の必要性

が高い地域として監視

・重要種の生息・生育状況の把

握に加え、生息・生育地の保

全活動の推進を期待

・「小田原の森里川海街を指標

する種」が多数確認された点

に着目し、市内の代表地点と

して情報収集を実施

・左記の視点では網羅できない

市内全域の観点から環境の変

化や生態系への影響を中長期

的に把握することを目的に情

報収集

連
携
・
主
体
イ
メ
ー
ジ

・重要地域を活動地域としている市内の環境活動団体

・市内における自然観察を継続的に実施している団体、機関等

・自然環境調査に関する専門知識を有する市民等

・大学等の研究機関等

・小田原市

・市民（学生等・公募）

・民間企業等

情報集約・蓄積
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ご清聴ありがとうございました。


